
（別紙）　様式３関係

　　監査委員の意見に対する回答

監 査 対 象

　　　教育委員会事務局　学校施設課

　　　上滝中学校体育館改築主体工事

意 見

回 答

ア
　改築した体育館の延床面積は、文部科学省の「公立学校施設費国庫負担金等に
関する関係法令等の運用細目」に記載の学級数に対する必要面積を基準として比
較すると、1.4倍となっている。市では、バスケットコート2面及びバドミントン
コート6面、生徒の安全のための面積等の確保などにより仕様を検討しており、ま
た本工事においては地域住民からの要望も考慮したと説明を受けたが、当該中学
校は生徒数が減少傾向にあるうえ、今後更に減少していくことが見込まれてい
る。本市の財政状況を鑑みても、体育館の規模設定には疑問が残る。
　学校整備においては、児童生徒数の推移、施設の社会性（利用方法・利用
度）、建物自体のライフサイクルコストを検討し、適正規模の整備計画を立てら
れたい。

　本市では、バスケットコート2面、バドミントンコート6面を確保できるように
アリーナを整備しており、生徒の安全を確保するためには、有効寸法が短辺32ｍ
以上、長辺39ｍ以上、最低1,248㎡以上の面積が必要であると考えている。
　さらに、玄関やホール、トイレ、器具庫等を整備するため、最低でも1,500㎡前
後の面積が必要になると思われるが、今後の学校整備においては、児童生徒数の
推移、施設の社会性（利用方法・利用度）、建物自体のライフサイクルコストを
検討し、適正規模の整備計画を立てられるよう努めてまいりたい。


